
資料５
第3次安芸高田市総合計画に係る

認知度調査の結果概要



１｜調査概要と信頼性 2

・安芸高田市総合計画の進捗管理およびモニタリングを目的に、市内在住の18歳以上を対象として2026年6月5日から6月30
日にかけて実施し、地区別均等割付により無作為抽出した1,000人へ配布して412件の有効回答を得た（回収率41.2%）

項目 内容

目的 安芸高田市における基本構想及び総合計画の進捗管理およびモニタリング

調査対象 市内在住の18歳以上の市民

抽出方法 市内在住の18歳以上の市民無作為抽出

実施期間 2026年6月5日〜6月30日

配布数 1,000部

有効回答数 412件

回収率 41.2%

・調査概要

・有効回答数（地区別/年齢別）



１｜調査概要と信頼性 3

・標本の年齢構成を母集団（令和2年国勢調査・18歳以上）と比較すると、70〜79歳が母集団19.7%に対し標本29.0%と9.3ポ
イント上回る一方、18〜29歳は8.8%に対し2.7%と6.1ポイント下回っており、回答者は高齢層に偏っている。



１｜調査概要と信頼性 4

・標本誤差

・標本誤差（年齢集約版）

・市全体の標本誤差は±4.8%であり全体傾向の把握には十分だが、地区別では±11〜13%、年齢別では±15%を超える区分
が約半数を占めるため、精度を確保する観点から年齢を60歳未満・60歳以上の2区分に集約する。市全体では±8.9%・
±5.7%となり、年代比較は原則としてこの2区分で行う。



２｜市政の認知度 5



２｜市政の認知度 6



２｜市政の認知度 7



２｜市政の認知度 8



２｜市政の認知度 9



２｜市政の認知度 10



２｜市政の認知度 11



２｜市政の認知度 12



２｜市政の認知度 13



２｜市政の認知度 14



２｜市政の認知度 15



２｜市政の認知度 16



２｜市政の認知度 17



3｜結果とりまとめ 18

1 第３次安芸高田市総合計画の認知は「名称どまり」

・認知率は基本構想37.1%、基本計画35.9%、重点プロジェクト27.3%
・ただし「内容をよく知っている」は1.0%、0.8%、0.3%といずれも1%前後
・認知の大半は名称を聞いたことがある水準であり、計画の内容までは市民に伝わっていない

2 第３次安芸高田市総合計画の認知率は「地域振興組織の参加状況」の影響が大きい

・基本構想の認知率は、地域振興組織に現在参加している層54.2%、過去参加していた層49.3%に対し、参
加経験のない層は22.9%と2倍以上の開き

・基本計画（50.9%／45.9%／23.6%）、重点プロジェクト（40.3%／35.6%／17.9%）も同様の傾向
・一方、年齢別では60歳未満、60歳以上と差がみられない

3 まちづくりシンポジウムは周知方法が課題

・まちづくりシンポジウムを「知らない」市民は78.7%にのぼり、認知率は21.3%にとどまる
・市長との対話集会の認知率67.0%と比べて大きく下回る
・不参加理由の最上位は「開催を知らなかった」63.9%で、市長との対話集会の35.9%を28ポイント上回る
とりわけ地域振興組織に参加経験のない層74.8%、60歳未満74.6%で高い

・まちづくりシンポジウムへの参加の可否以前に、開催情報の到達段階で課題がある

・第３次安芸高田市総合計画及びまちづくりシンポジウムの認知率は、地域振興組織への参加状況の影響が大きい。
⇒リーディングプロジェクトの基づき、市民の地域振興組織への参加割合を高める。
⇒地域振興組織に参加しない市民への情報発信の方法を検討する。
（広報誌・SNSを活用した複数回の情報発信、関係団体と連携した情報発信等）


	スライド 1
	スライド 2: １｜調査概要と信頼性
	スライド 3: １｜調査概要と信頼性
	スライド 4: １｜調査概要と信頼性
	スライド 5: ２｜市政の認知度
	スライド 6: ２｜市政の認知度
	スライド 7: ２｜市政の認知度
	スライド 8: ２｜市政の認知度
	スライド 9: ２｜市政の認知度
	スライド 10: ２｜市政の認知度
	スライド 11: ２｜市政の認知度
	スライド 12: ２｜市政の認知度
	スライド 13: ２｜市政の認知度
	スライド 14: ２｜市政の認知度
	スライド 15: ２｜市政の認知度
	スライド 16: ２｜市政の認知度
	スライド 17: ２｜市政の認知度
	スライド 18: 3｜結果とりまとめ

